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モルモ ッ トを 用いたO
実 験 結 果








体重約2.5kgの家兎 8匹を 4群に分ち,第 1
群は10mgH37Rv死菌を 2週間隔に2回,第 2
群は同じ薗及び薗量を 1週おきに4回,第 3群






た Ring法 の成績は,第 1表に示す 如 くで あ
る｡













15匹を 10mgH37Rv死菌を 1週おき2回接種 し
て免疫 し,最終接種後 3週後に採血 した｡採血
第 1













































































明された｡モ ル モ ッ トを流パ ラ浮瀞加熱死菌
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発表2)～9) がある｡ 併 し一般には免疫血清にか
ゝる作用のある事を否定する見方がつよい｡こ
の故に,一般には所謂 も液性免疫モなるものは
結核症には存在 しないと考えられて い る の で
ある｡今回の実験結果は,この一般的な考え方
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